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令

和

８

年

度 

高
校
宇
宙
部
、
文
化
祭
に
て 

６
月
13

日
に
開
催
さ
れ
た
本
校
文
化
祭
で
、
高
校
宇
宙
部
は
三
つ
の
企
画
を
実
施
し
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。 

 

一
つ
目
は
、
「
中
高
合
同
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
６
in

楠
隼
」
だ
。
中
学
宇
宙
技
術

部
と
の
合
同
開
催
で
、参
加
者
個
人
で
作
成
し
た
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
一
機
ず
つ
打
上
げ
、そ
の
高

度
を
競
っ
た
。
打
上
げ
の
度
に
観
覧
者
も
一
緒
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
う
な
ど
、大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
ま
た
、
上
位
３
名
に
、そ
の
成
果
を
称
え
盾
が
贈
ら
れ
た
。 

 

二
つ
目
は
、
宇
宙
部
員
の
解
説
付
き
で
行
っ
た
太
陽
の
黒
点
観
察
だ
。
天
体
望
遠
鏡
は
夜
間
に

使
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
太
陽
の
黒
点
観
察
な
ら
、
昼
間
の
活
用
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
、文
化

祭
で
の
観
察
会
を
試
み
た
。来
場
者
は
望
遠
鏡
越
し
に
太
陽
表
面
の
黒
点
を
観
察
し
な
が
ら
、
部

員
に
よ
る
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。 

 

 

「
志
す
宇
宙
は
無
限
」、
さ
ら
に
校
外
へ
進
出
！ 

 

本
壁
新
聞
「
志
す
宇
宙
は
無
限
」
は
校
外
で
の
掲
示
場
所
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。
新
た
に
掲
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
３
施
設
を
紹
介
す
る
。 

 

 

 

 

 

 

宇
宙
部
Ｏ
Ｂ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
・
助
言 

 

５
月
31

日
、
本
校
Ｏ
Ｂ
で
鹿
児
島
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
に
所
属
す
る
橋
口
先
輩
か

ら
、
昨
年
度
２
月
に
参
加
し
た
「
鹿
児
島
ロ
ケ
ッ
ト
」
打
上
げ
実
験
に
つ
い
て
、
宇
宙
部
で
作
成
し

た
実
験
報
告
書
の
指
導
・
助
言
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
け
た
。 

宇
宙
部
で
は
、
鹿
児
島
大
学
な
ど
が
開
発
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
に
缶
サ
ッ
ト
を
搭
載
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
飛
行
中
の
加
速
度
デ
ー
タ
等
を
取
得
し
た
。
し
か
し
、
報
告
書
を
作
成
す

る
段
階
で
、
得
ら
れ
た
実
験
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
整
理
し
、
考
察
を
行
う
べ
き
か
悩
み
な
が
ら

も
、
と
り
あ
え
ず
報
告
書
を
作
成
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
橋
口
先
輩
に
指
導
・
助
言
の

協
力
を
依
頼
し
た
。 

ま
ず
は
、
自
分
た
ち
の
作
成
し
た
報
告
書
を
も
と
に
、
基
本
的
な
構
成
や
実
験
結
果
の
ま
と
め

方
、
考
察
を
書
く
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
。 

橋
口
先
輩
は
楠
隼
中
学
校
第
２
期
生
、
楠
隼
高
校
第
５
期
生
で
、
在
学
中
は
宇
宙
部
の
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
今
回
の
指
導
を
通
し
て
、
部
員
た
ち
は
、
実
験
の
目

的
、
進
め
方
、そ
し
て
報
告
書
作
成
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

宇宙からのささやき 

～我々は月を探索するためにここまでやってきた。 

しかし、最も重要な発見は地球そのものだった～ 

ウィリアム・アンダース 

アメリカ合衆国の元空軍少将であり、元電気技師、原子力技師、NASA宇

宙飛行士、実業家。1968年 12月、アポロ 8号の乗組員として、地球低軌

道を離れて月に向かった最初の 3人のうちの 1人 

 

←ISS（国際宇宙ステー

ション）から分離される

HTV-X。HTV-X は H3

ロケットによって打ち

上げられた日本の ISS 補

給船。この後、いくつか

の実証実験等をした後、

大気圏に再突入する。 

（画像：JAXA） 

↑新聞アンケート

QR コード 

みなさんのご意

見・ご感想をお聞

かせください。 

 

宇
宙

そ

ら

の
声 

７
月 

★
１ 

（
７
日
）
七
夕 

 

宵(

18

:

00

～

21

:

00

)

の
東
の
夜

空
に
、
お
り
ひ
め
星(

ベ
ガ)

と
ひ
こ
星(

ア

ル
タ
イ
ル)

が
昇
る
。 

★
２ 

（

14

日
）
新
月 

 

月
明
か
り
が
な
く
な
る
た
め
、
街
明
か

り
の
少
な
い
場
所
に
行
く
と
「
夏
の
大
三

角(

ベ
ガ
・
ア
ル
タ
イ
ル
・
デ
ネ
ブ)

」
が
き

れ
い
に
広
が
り
、
そ
れ
を
貫
く
よ
う
な
形

で
南
の
空
へ
と
続
く
天
の
川
を
肉
眼
で
も

は
っ
き
り
と
観
察
す
る
こ
と
が
で
る
。
ま

た
南
の
低
空
に
は
赤
い
一
等
星
の
ア
ン
タ

レ
ス
を
心
臓
に
持
つ
「
さ
そ
り
座
」
も
見

え
る
。 

★
３ 

（

29

日
）
満
月(

バ
ッ
ク
ム
ー
ン) 

 

23:

36

に
ち
ょ
う
ど
ま
ん
丸(

望)

を

迎
え
る
。
夏
の
夜
空
に
輝
く
力
強
い
月
に

な
る
。
バ
ッ
ク
ム
ー
ン(B

u
ck

 m
o

o
n

)

の

由
来
は
、
ア
メ
リ
カ
の
先
住
民
た
ち
が
農

作
業
な
ど
の
季
節
の
目
安
に
す
る
た
め
に

各
月
の
満
月
の
つ
け
た
呼
び
名
の
一
つ

で
、
こ
の
時
期
に
牡
鹿(B

u
ck)

の
新
た
な

角
が
生
え
始
め
る
こ
と
に
由
来
し
て
い

る
。
角
が
新
し
く
伸
び
る
様
子
か
ら
、「
成

長
」「
再
生
」「
変
化
」「
自
信
」
な
ど
を
象

徴
す
る
パ
ワ
フ
ル
な
月
と
さ
れ
て
お
り
、

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
り
、
目
標
に
向
か

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
後
押
し
し
た
り
し
て
く

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

★
４ 

（

30

日
）「
み
ず
が
め
座

δ(

デ
ル

タ)

流
星
群
」
と
「
や
ぎ
座

α(

ア
ル
フ
ァ)

流
星
群
」
が
同
時
に
ピ
ー
ク 

 

29

日
が
満
月
な
の
で
夜
空
は
明
る
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
条
件
が
い
い
と
一
時

間
に

15

～

25

個
の
流
れ
星
が
見
え
る
。

流
れ
星
の
見
方
は
街
灯
や
街
の
明
か
り
、

月
の
明
か
り
を
な
る
べ
く
避
け
て
空
が
開

け
た
広
い
範
囲
で
の
ん
び
り
眺
め
る
こ
と

が
コ
ツ 
⇩

７
月
カ
レ
ン
ダ
ー 
        

 

 

身
近
な
宇
宙 

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
、 

固
体
ブ
ー
ス
タ
ー
な
し 

「

30

形
態
」
で
打
上
成
功 

 

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
は
６
月
12

日
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
を
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
打
ち
上
げ
、
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。
打
ち
上
げ
は

午
前
９
時
53

分
59

秒
で
、
模
擬
衛
星
を
搭
載
し
た
第

２
段
の
軌
道
投
入
に
成
功
。
さ
ら
に
東
京
科
学
大
学
の

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
」
な
ど
小
型
副
衛
星
６
機
す
べ
て
の
分

離
に
も
成
功
し
た
。 

 

今
回
の
６
号
機
は
、
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
「
Ｓ
Ｒ

Ｂ-

３
」
を
使
用
せ
ず
、液
体
燃
料
エ
ン
ジ
ン
「
Ｌ
Ｅ
９
」
３

基
の
み
で
打
ち
上
げ
る
「
30

形
態
」
で
飛
行
し
た
。
補

助
ブ
ー
ス
タ
ー
を
持
た
な
い
大
型
液
体
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち

上
げ
は
日
本
初
と
な
る
。
こ
の
形
態
は
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の

中
で
最
小
か
つ
最
も
低
コ
ス
ト
と
さ
れ
て
お
り
、今
回
の

実
証
に
よ
っ
て
比
較
的
軽
量
な
衛
星
を
よ
り
安
価
に
打

ち
上
げ
る
選
択
肢
が
実
用
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｈ

３
ロ
ケ
ッ
ト
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
規
模
に
応
じ
た
機
体
選
択

の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
た
。 

肝
付
で
は
、
あ
い
に
く
雲
の
多
い
空
模
様
で
あ
っ
た

が
、
楠
隼
か
ら
も
国
見
の
山
か
ら
上
昇
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
の

姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

↑

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機

の
打
ち
上
げ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

（
画
像
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
） 

 

↑

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
の 

４
つ
の
形
態 

（
画
像
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
） 

 

 

三
つ
目
は
、
技
術
木
工
室
で
の
展
示
企
画
だ
。
今
年
は
心
強

い
後
輩
が
入
部
し
た
こ
と
で
展
示
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
先
着

100

名
に
は
、
部
活
動
で
使
用
し
て
い
る

３
Ⅾ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
作
し
た
月
の
模
型
を
配
布
し
た
。
ま
た
、

缶
サ
ッ
ト
用
タ
イ
ヤ
（
模
擬
人
工
衛
星
に
収
納
予
定
で
あ
る
探

査
機
の
タ
イ
ヤ
）
の
展
示
や
加
速
度
セ
ン
サ
ー
の
実
演
、
活
動
紹

介
の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
上
映
も
行
い
、多
く
の
来
場
者
が
立
ち
止
ま
っ

て
注
視
し
て
い
た
。 

 

今
回
の
文
化
祭
を
通
し
て
、
多
く
の
人
に
宇
宙
や
宇
宙
部
の

活
動
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

   

↑太陽の黒点の説明をする宇宙部員 

 

ま
ず
、
鹿
児
島
市
立
科
学
館
だ
。
鹿
児
島
市
立
科
学
館

は
、
鹿
児
島
市
制

100

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
鹿

児
島
市
立
図
書
館
と
の
複
合
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

館
内
で
は
、
鹿
児
島
を
代
表
す
る
火
山
や
ロ
ケ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
自
然
界
の
法
則
や
科
学
技
術
、
宇
宙
に
つ
い
て
体
験
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
設
置
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
人
々
が
宇
宙
や
科
学
へ
の
理
解
を
深
め

ら
れ
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。 

次
に
、
鹿
屋
市
輝
北
町
に
あ
る
輝
北
天
球
館
だ
。
輝
北
天

球
館
は
、
標
高

550

メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
る
「
輝
北
う
わ
ば

公
園
」
の
敷
地
内
に
位
置
す
る
天
文
施
設
で
あ
る
。
眼
下
に

は
桜
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
、周
囲
に
は
志
布
志
湾
や
霧
島

連
山
な
ど
が
広
が
る
景
勝
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
地
域
は
平
成
３
年
か
ら
４
期
連
続
で
「
星
空
日
本

一
」
に
選
ば
れ
た
場
所
で
あ
り
、
美
し
い
星
空
を
楽
し
め
る

こ
と
で
も
有
名
だ
。 

３
カ
所
目
は
、
鹿
児
島
市
に
あ
る
鹿
児
島
県
立
博
物
館

だ
。
鹿
児
島
県
立
博
物
館
は
、
鹿
児
島
県
の
豊
か
な
自
然
を

紹
介
す
る
自
然
史
系
の
博
物
館
で
あ
る
。 

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
び
、
本
壁
新
聞
と
と
も
に
宇
宙
や
科
学

へ
の
興
味
を
深
め
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

 

 

↑鹿児島市立科学館 
↑輝北天球館 

（画像：鹿屋市公式サイト） 

↑鹿児島市立科学館に掲示

される「志す宇宙は無限」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%9D%E3%83%AD8%E5%8F%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%8E%E8%BB%8C%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BD%8E%E8%BB%8C%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%88

